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　各庁舎、こすもす館のテレビで、議会中継を

行っています。インターネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索

シリーズ  農業
　「ハウス栽培」
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令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

９
月
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
行
わ
れ
、
契
約
２
件
、
決
算
認
定
８
件
、

補
正
予
算
６
件
、
意
見
書
２
件
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。
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工事請負契約
町営天建寺団地（旧）
解体工事

　町営天建寺団地が新築されたことによ

る、旧天建寺団地の解体工事

◦契約の方法

　指名競争入札による契約

◦契約金額 　5,247万円

　ごみ処理施設の事務の内容や事務所の

位置を変更することに伴い、組合規約を

変更する必要があるので、議会の議決を

求めるもの。

　マイナンバーカードの電子証明書機能

を搭載したスマートフォンを使って、コ

ンビニ等に設置された多機能端末機で印

鑑登録証明書がとれるようになることに

合わせて、条例を

改正する必要があ

るため、議会の議

決を求めるもの。

１．契約の目的

　　消防団小型動力ポンプ付積載車購入

　　事業

２．契約の方法

　　指名競争入札による契約

３．契約金額 　1,890万8,280円
　　　　　　　　　　　　　（２台分） 　佐賀県東部環境施設組合が退職手当の

共同処理に新たに参加することに伴い、

組合規約を変更する必要があるので、議

会の議決を求めるもの。

　２者（Ａ氏・Ｂ氏）は、町営住宅の家

賃を長期にわたり滞納しており、訴訟上

の和解を佐賀地方裁判所において成立さ

せるため、議会の議決を求めるもの。

全員賛成

条例改正

物品売買契約

規約変更

規約変更

印鑑登録・証明に関する
条例の改正

消防車の更新
（北茂安分団
第４部・第５部）

町営住宅賃料請求

佐賀県東部環境施設組合
規約の変更

佐賀県市町総合事務組合
規約の変更

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

訴訟上の和解
《和解内容》

Ａ氏

　390万3,300円を

　令和５年10月から令和12年まで分割納付

Ｂ氏　

 　431万700円を

　令和５年10月から令和12年まで分割納付

　　　　　　　　　　　　　（２台分）

定
例
会
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全員賛成

全員賛成

一
般
会
計

補
正
予
算

特
別
会
計

補
正
予
算

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
６
７
４
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
５
億
５
３
４
９
万
１
千
円
と
す
る

補
正
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
主
に
令
和

４
年
度
の
繰
越
金
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
う
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
・
繰

出
金
の
調
整
で
す
。

　豪雨によって被害が発生した道路や水

路の緊急的な整備・補修費用が不足する

ため。

　大規模災害時の対策で、非常用自家発電

装置を整備する認知症高齢者グループホー

ム３か所への補助金

　事業開始から４年目を迎え、申請件数

が昨年度全体実績を超える見込みのため。 3,500万円

2,319万円

100万円

道路維持補修工事

地域介護・福祉空間整備等
施設整備事業補助金

飼い主のいない猫
不妊去勢手術費補助金

増
額

新
規

増
額

陥没した舗装道路（綾部区）
　　手術後、地域に帰る猫

特　別　会　計 増　　減 合　　計

国民健康保険 5,782万4千円 37億8,625万1千円

下水道事業 増減なし 12億1,038万5千円

グリーンパーク推進
整備事業基金

増減なし 4,246万6千円

後期高齢者医療 221万9千円 5億163万3千円

ふるさと寄附金基金 2億5,640万8千円 65億335万6千円

定
例
会



同　意

同　意

人権擁護委員※

教育委員会委員

　法務大臣へ推薦することに同意しました。

中
なか

島
しま

　幹
みき

夫
お

氏（三根校区）

赤
あか

司
し

ひとみ 氏（北茂安校区）

田
た

中
なか

　文
あや

子
こ

氏（中原校区）

田
た

中
なか

　聖
せい

吾
ご

氏（中原校区）

牛
うし

島
じま

　一
かず

孝
たか

氏（北茂安校区）

全員賛成

全員賛成

新任

再任

再任

再任

新任

人
事

みやき町議会から
国にお願いしました

町財政の充実・強化

保育所等の職員配置
基準 改善を求める

意見書全文は
☜こちら

意見書全文は
☜こちら

教育行政の

レベルアップへ

期待します‼

全員賛成

意見書

１

２

　ますます増大する行政サービスの

維持・アップに対応するための10の

項目について、意見書を総理大臣・関

係各大臣に提出しました。

　未来を担う子ども達の命や安全を
守るために、保育士が安心して働く
ことができる環境を整えるための３

項目について、改善要望を提出しました。

？
　※人権擁護委員とは？　
住民の人権を守るために活動する

民間ボランティアです。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行
さ
れ
、
四
年
ぶ
り
に
町
内
各
地

で
お
祭
り
や
浮
立
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

伝統行事
綾
部
八
幡
神
社

　
　
　
行
列
浮
立

江
見
八
幡
神
社

　
　
江
見
沖
神
事

千
栗
八
幡
宮

行
列
浮
立
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・議会人として犯した傷害とい
う罪に向き合うべき

　議会として意思表示をすべき

・同じ議会人として不祥事を見
過ごすべきでない

・住民にみやき町議会のモラル
が問われ、求められている

　法が下した判断を尊重すべき

・監査委員の指摘を鑑み、議会
の調査権を行使し、真相を調
査すべき

・監査委員の権限では限界があ
るため、特別委員会で真相を
明らかにする必要がある

・事案が発生した当時の経緯・
　状況も考え、判決だけで判断
　すべきでない
・地方自治法に位置づけられた
　議案ではなく議会の意思表示
　に過ぎず、議決すべきでない
　同僚議員が進退を決めるべきで

はなく、有権者が決めるべきだ
・当事者同士が和解している
　お互い、政治活動で将来の
　みやき町のために貢献すべき

・委員会の定数や期限に納得いか
ない

　素人ばかりでの調査には無理が
ある

・２年間に渡り様々な議員が質問
し、執行部からの解答もあり、
一定の理解は得られている

動　議

動　議

松信彰文議員に対する
議員辞職勧告に関する決議

調査特別委員会の設置

　傷害の罪名で現職の町議会議員
が起訴され、罰金刑が確定したこ
とにより、みやき町議会の信用を
失墜させ、その行動はみやき町議
会の品位と名誉を大いに損なうも
のである。
　よって、住民の信用回復に努め、
良識ある議会運営を図るため、松
信彰文議員の町議会議員の辞職勧
告を求める

　「平成29・30年度のふるさと
納税返礼品納入業者選定等事務執
行の適否」及び「元副町長が、み
やき町に物品を納入する法人の代
表取締役に就任していたことの適
否」について、町長の要求により
特別監査が行われ、「より公正・
公平に行うべきであった」、「不適
当であった」との監査結果が公表
されたことについて、地方自治法
第100条1項の規定により必要な
調査を実施するため

提案理由

提案理由

松信彰文議員に対する議員辞職勧告に関
する決議について

可　決 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 除 × ×
議
長
※

件　　　　　名 採決結果 賛　否　の　状　況

　　　賛成：〇
　　　反対：×
　　　除斥：除　議案に直接利害関係
　　　　　　　　のある議員は議事に
　　　　　　　　加われない

議
員
氏
名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

末
次　
　

優

西
村
健
一
郎

長
瀬

宣
宏

吉
村

哲
雄

武
田

光
邦

目
野
さ
と
み

岡　
　

友
清

大
石

安
弘

牟
田

秀
文

古
賀　
　

通

園
田

邦
広

宮
原

宏
典

松
信

彰
文

平
野

達
矢

益
田　
　

清

岡　
　

広
明

件　　　　　名 採決結果 賛　否　の　状　況

調査特別委員会の設置について 否　決 ○ × ○ × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○
議
長
※

※議長は賛否の意思を表示することができません。採決の結果、可否同数の場合は議長が裁決権を行使します。

賛
否
一
覧

※
動
議
と
は
？

議
会
中
に
議
員
か
ら
提
起
さ
れ
る
議
案
以
外
の
も
の
。
議
会
の
意
思
決
定
を
求
め
て
原
則
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
口
頭
で
行
わ
れ
、
所
定
の
賛
成
者
が
あ
れ
ば
成
立
し
、
日
程
追
加
が
了
承
さ
れ
れ
ば
議
題
と
な
る
。

6人定
例
会
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令
和
４
年
度
決
算
を
認
定
９
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
予
算
が
適
正
か
つ
効
果

的
に
執
行
さ
れ
た
か
を
、
４
日
間
（
特
別
委
員
会
は
１
日
間
）
に
わ
た
り
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
定
例
会
の
最
終
日
に
報
告
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総務文教 常任委員会　審査報告書

　令和４年度一般会計（おもに総務・教育に関する部分）

町税３税の滞納 行財政運営

投票率の向上 GIGAスクール構想

学校施設を健全に

　徴収強化の努力は評価するものの、

税負担の公平性から安易な不納欠

損処理は極力避け、滞納者の対応を

見極め法的措置も視野に徹底した
徴収努力を望む。

　ふるさと納税制度の改正により、

今後は、多くの寄附金は望めな

いことが想定される。

寄附金に依存しない行財政

運営に努めてほしい。

　投票率は低下傾向にあり、特に

若年層の投票率が低いことから、

年齢層や投票環境等を考慮した取り

組みを行い、投票率の向上に努め

てほしい。

タブレット端末を児童生徒の学習

向上に役立てるため、教職員への研

修を充実させ、指導力のスキル

アップを望む。

　また、更なる校内LAN整備、管理

体制の充実を図られたい。

　教育環境の維持・向上を第一に、児童・生徒数の推計も考慮し、適正な改修・

建て替え計画を策定し、安全・安心を確保するため学校施設の老朽化対策
を望む。

北茂安小学校

報告書全文は
こちら☟

認
定

決
算
審
査
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産業建設 常任委員会　審査報告書

住宅使用料・下水道使用料 持丸古民家の活用

ため池の活用

産業用適地

オリーブの木

外出支援タクシー助成

農業振興支援策のアピールを

　住宅使用料の収入未済額が多額と

なっており、下水道使用料の未済額も増加

している。公平性・公益性の観点からも、

他市町を調査し、徴収方法も再考しながら、

今後の滞納対策について、より一層の事

務強化に努力してほしい。

　持丸古民家の持つ強みを出し、交流人

口が増加するような企画について、先

進地を調査し、町民全体が意識向上できる

ように努力してほしい。

　農業用水に利用していないようなため池

は、埋め立てるだけでなく「防災用ため

池」として活用できないかも検討していく

べきだ。

　雇用確保の観点からも、企業誘致は大変

重要。町内6か所の適地があったとの結果

であり、早めの受け入れ準備をしていくべ

きだ。

　配布したオリーブの木

の現状を、台帳などで整理

し、今後の管理方法の検証

をするべきだ。

　個人で管理している方へ

の講習会や意見交換を行い、

今後の方向性を協議し、事

業の整理を図ってほしい。

　令和４年度登録者1,134人、延べ12,353

件の利用があっている。

　しかし利用時間帯によっては運転手不足

で予約が取れない状況があるため、事業所

を増やすなどして利便性を向上させ、ま

た公共交通機関利用にも助成などを行うな

ど、より一層の支援に努めてほしい。
「さが園芸８８８億円推進事業費補助金」

「農業次世代人材投資資金事業費補助金」

☝新規就農者、農業希望の移住者や農業後

継者などに補助金

を周知・アピール

して、定住促進に

つなげてほしい。

報告書全文は
こちら☟

令和４年度　一般会計（主に産業・建設に関する部分）

令和４年度　下水道事業特別会計

令和４年度　工業用地取得造成事業特別会計

令和４年度　住宅用地取得造成事業特別会計

全
て認
定

決
算
審
査
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民生福祉 常任委員会　審査報告書

みやき町ホームページ

報告書全文は
こちら☟

令和４年度　一般会計　（主に住民・福祉に関する部分）

令和４年度　国民健康保険特別会計

令和４年度　グリーンパーク推進整備事業基金特別会計

令和４年度　後期高齢者医療特別会計

窓口のDX推進を　 買物支援（移動販売）

メディカルコミュニティセンター

グリーンパーク整備
補正予算の見込みを適切に

　行政手続きのオンライン化や、コンビニ

交付の利用普及に努め、窓口の混雑緩和・

職員の負担軽減を図り、住民サービスの

向上に努力してほしい。

　仕入れ方法の工夫やチラシ配布など、今

後も事業継続ができるよう、委託事業

者に指導・助言すべきだ。

　町内の利用者を増やし、町内に還元でき

るように、引き続き努力してほしい。

　地域活性化企業人事業は、令和４年度の

分析結果に基づき、医療費削減の成果があ

がるよう町民などへの指導・アドバイスを

進めるべきだ。

　リサイクル施設が令和10年度まで存続さ

れることとなったが、今後は歳入も減少す

ることから、事業の縮小・削減の検討も視

野に適正化を図られたい。

　出産育児一時金は、予算額に対する不用

率が50%となっている。

　補正予算を減額する時点で見込みを適切

に行い、不用率が高率とならない様努力し

てほしい。

移動販売車でお買い物

全
て認
定

決
算
審
査
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ふるさと寄附金事業 特別委員会　審査報告書

みやき町ホームページ

報告書全文は
こちら☟

令和４年度　ふるさと寄附金基金特別会計

効果的な寄附金活用を

ふるさと寄附金利活用事業

地区安全安心いきいき特別交付金

基金の取り崩しは計画的に

　寄附者が希望した用途を尊重し、明確で

効果的な活用に努めるべきだ。

委託料：

　外部委託した事業の成果や、費用対

効果など、定期的に検証・見直しを行い、

事業の効率化を図ってほしい。

　地区の規模格差を考慮し、従来の均等割に加え、人口割で交付金を算定する方法で見直されて

いる。それら以外の事業も、成果・効果検証、財政効率化を十分に図ってほしい。

交付金：

まちの将来につながる事業や公益

性のある事業に活用すべきである。

　 事業の成果・効果を検証し、ホームペー

ジ・広報紙等で明らかにしてほしい。

　ふるさと寄附金制度の改正により寄附金

も多くは望めない状況。計画的な行財政

運営と財政の効率化を十分図ってもらいた

い。

認
定

ふるさと寄附金とは？

　自分の生まれ故郷はもちろん、お世話に

なった地域や、これから応援したい！地域

の力になりたい！という思いを実現し、「ふ

るさと」へ貢献するための制度です。

　一定の条件を満たせば税の控除が受けら

れます。

経費（50％以下） 町の収入

（経費以外）返礼品
（30%以下）

その他
送料・
手数料等

寄附金額全体

決
算
審
査
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一般質問とは、定例会において議員が町の行財政全般について、町と政策討論するものです。
令和５年第３回定例会の一般質問は11人が行いました。
各議員のページには、『ＱＲコード』と『ＳＤＧｓの17目標のロゴマーク』を掲載しています。
ＱＲコードからは録画映像をご覧いただけますので是非ご利用ください。　（掲載は登壇順）

町政を問う一般質問

P16 P15 P14 P13 P12 P11

合
併
の

目
的
達
成
度

太
陽
光
発
電

Ｄ
Ｘ
活
用

中
長
期

　
　

財
政
計
画

空
き
家
対
策

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　

カ
ー
ド

P21 P20 P19 P18 P17

電
動
カ
ー
ト

ふ
る
さ
と

寄
附
金
制
度

保
育
園
使
用
済

　
　

紙
お
む
つ

大
雨
災
害

ふ
る
さ
と
納
税

街かど

インタビュー

広報委員が　　　に出て

インタビューしてきました！
街

福祉ネイル活動をされている皆さん

みやき町のよい点・悪い点は？

賃貸物件が少ない

通学路に
危険な箇所があり心配

小児科がない

交通の便が悪い

皆さんの
関心のある
テーマは
どの項目
ですか？

緑が多く
田園風景が良い

高齢者 でも
元気な人が多い

賃貸物件が少ない

給食費・医療費の負担が
少なく、子育てしやすい

飲食店が少ない

保育園が少ない

各地区のお祭りの時の
団結力が強く、
地域愛を感じる

一
般
質
問
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問

報
道
で
は
、
受
付

し
た
職
員
が
前
の
人
の

手
続
き
を
し
た
あ
と
、

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
ま

ま
次
の
人
の
デ
ー
タ
を

入
力
し
た
た
め
誤
登
録

の
原
因
と
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
果
た
し
て

そ
れ
だ
け
で
多
く
の
誤

登
録
が
発
生
し
た
の
か

疑
問
で
あ
る
。
シ
ス
テ

ム
自
体
に
も
何
ら
か
の

不
備
等
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。

答

窓
口
で
受
付
す
る

際
、
本
町
で
は
、
ロ
グ

ア
ウ
ト
漏
れ
を
防
ぐ
た

め
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
手

順
の
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
た
。
現
時
点
で
、

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

お
問
い
合
わ
せ
も
受
け

て
お
ら
ず
、
ロ
グ
ア
ウ

ト
漏
れ
に
よ
る
誤
登
録

は
、
発
生
し
て
い
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、ご
自
身
の
ス

マ
ホ
等
で
登
録
す
る
際

に
発
生
し
た
も
の
に
関

し
て
は
、
本
人
以
外
の

家
族
名
義
の
口
座
が
登

録
で
き
た
こ
と
や
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ふ
り
が
な
と
口
座
名
義

の
ふ
り
が
な
の
突
合
チ

ェ
ッ
ク
が
シ
ス
テ
ム
上

で
き
な
い
よ
う
な
仕
組

み
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
不

備
と
も
考
え
ら
れ
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
加
入
促
進
で
は
加

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
紐
付
け
で
誤
登
録

町
の
状
況
は

本
町
で
は
、
誤
登
録
は
発
生
し
て
い
な
い

問答

問

町
長
は
こ
れ
ま

で
国
会
議
員
の
方
に
４

車
線
化
に
つ
い
て
要
望

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
の
中
で
計
画
書

な
り
青
写
真
が
で
き
た

ら
見
せ
て
欲
し
い
、
そ

の
う
え
で
協
力
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
計
画
書

は
で
き
て
い
る
の
か
。

問

こ
の
４
車
線
化
に

つ
い
て
は
、
過
去
２
回

に
わ
た
り
一
般
質
問
し

て
き
た
。

私
の
提
案
は
執
行

部
・
議
会
及
び
関
係
者

を
含
め
た
協
議
会
か
期

成
会
等
を
設
置
し
各
関

係
先
に
要
望
が
で
き
る

体
制
を
整
え
る
べ
き
だ

と
、
答
弁
を
求
め
て
き

た
が
、
ま
だ
、
そ
の
方

向
に
は
進
ん
で
い
な

い
。
何
故
か
。

答

こ
れ
ま
で
に
数

回
に
わ
た
り
久
留
米
市

を
訪
問
し
て
豆
津
橋
の

入
率
に
よ
っ
て
交
付
税

措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
令

和
５
年
度
普
通
交
付
税

に
は
ど
の
程
度
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

豆
津
橋
の
４
車
線
化
に

つ
い
て

園
その

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

 議員

答

基
準
算
定
か
ら
実

績
を
比
較
し
た
差
額
分

が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る

（
右
の
数
字
で
説
明
）。

実
情
を
訴
え
て
き
て
い

る
。
本
年
５
月
と
８
月

に
久
留
米
市
の
担
当
部

署
と
も
協
議
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
久
留
米
市
に

お
い
て
は
、
国
・
県
事

業
を
複
数
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
状
況
の
中
で

あ
り
現
時
点
で
は
協
議

会
等
の
設
置
は
難
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

答

下
地
に
つ
い
て

は
、
で
き
て
い
る
。
正

式
な
計
画
書
が
で
き
た

時
点
で
議
会
に
提
示
し

た
い
。

４車線化が出来るようになっている豆津橋

慢性的な渋滞が続いているケーズデンキ付近

基準算定と実績との差
保有枚数率 保有枚数 算定額

基準  0.7325 18,687枚 9,694千円

実績  0.7862 20,056枚 16,034千円

差額  0.0537 1,369枚 6,340千円

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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今
後
の
防
災
対
策
に
つ

い
て

問

近
年
、
我
が
国

で
は
、
地
方
を
中
心
に

空
き
家
が
増
加
し
て
お

り
、
み
や
き
町
で
も
、

今
後
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

特
定
空
き
家
は
町
内
に

何
件
あ
る
の
か
。
空
き

家
対
策
の
具
体
的
な
取

り
組
み
、
危
険
な
家
屋

の
解
体
除
去
の
補
助
金

内
容
は
。ま
た
申
請
は
現

在
ま
で
何
件
あ
る
の
か
。

答

特
定
空
き
家
の

件
数
は
、
こ
れ
ま
で
６

件
指
定
、
全
て
解
体
除

去
済
。
危
険
な
空
き
家

の
解
体
除
去
の
補
助
金

は
、
事
業
費
の
８
割
を

補
助
し
て
お
り
60
件
交

を
図
っ
て
い
る
。

問

町
内
に
は
放
置
す

れ
ば
倒
壊
の
非
常
に
高

い
空
き
家
が
存
在
す
る

が
、
助
言
・
指
導
・
勧

告
・
命
令
な
ど
行
っ
た

の
か
。
町
は
ど
の
よ
う

に
対
処
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答

空
家
対
策
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
助
言

は
１
７
８
件
、
指
導
・

改
善
の
勧
告
や
命
令
は

行
っ
て
い
な
い
。
放
置

す
れ
ば
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
特
定
空
き
家
の
要

件
を
満
た
す
空
き
家
の

存
在
は
認
識
し
て
い
る

が
、
そ
の
指
定
は
危
険

等
の
切
迫
性
を
判
断
し

危
険
な
家
屋
の
解
体
除
去
の
補
助
金
申
請
件
数
は

空
き
家
５
３
９
件
、
補
助
金
申
請
60
件
、

特
定
空
き
家
６
件
を
指
定

問答

慎
重
に
行
う
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
空
き
家
の
状

況
に
応
じ
適
切
に
対
処

し
て
い
く
。

付
し
、
解
体
除
去
を
行

っ
た
。
こ
の
ほ
か
空
き

家
解
体
新
築
補
助
金
と

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
が
あ
り
、
限
度
額

50
万
円
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

問

空
き
家
の
実
態
把

握
の
方
法
、
現
状
の
対

策
は
。

答

区
長
会
に
空
き
家

の
情
報
提
供
を
依
頼
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度

は
５
３
９
件
の
空
き
家

を
把
握
し
て
い
る
。
現

状
の
対
策
は
、
空
き
家

等
対
策
計
画
を
策
定
し
、

空
き
家
の
発
生
予
防
、

空
き
家
の
管
理
及
び
跡

地
の
利
活
用
等
の
促
進

防
災
ラ
ジ
オ
も
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
マ

ゴ
ボ
タ
ン
は
現
在
約
３

２
０
台
利
用
さ
れ
て
い

る
。
防
災
行
政
無
線
は

運
用
開
始
か
ら
10
年
経

過
し
、
運
用
の
改
善
を

検
討
す
る
。

問

町
の
定
住
対
策
の

成
果
で
住
民
や
子
ど
も

も
増
え
た
。
学
校
現
場

や
地
区
単
位
で
の
出
前

講
座
な
ど
で
、
町
民
の

減
災
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

答

学
校
、関
係
機
関
、

地
域
が
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
の
防
災
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
住
民
一
人
ひ

と
り
に
防
災
意
識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
で
、
今
後
、
出
前

講
座
や
訓
練
を
通
じ

て
、
自
助
・
共
助
の
盛

り
上
げ
に
努
め
る
。

防災行政無線拡声子局

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

問

風
雨
時
の
聞
き

取
り
づ
ら
い
防
災
行
政

無
線
を
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
確
実
に
町
民
に

情
報
伝
達
を
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
聴
覚
障
が
い

者
に
情
報
の
発
信
と
し

て
、
マ
ゴ
ボ
タ
ン
の
導

入
を
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答

防
災
行
政
無
線
で

聞
き
取
り
づ
ら
い
方
に

は
、
昨
年
度
よ
り
防
災

ラ
ジ
オ
を
準
備
し
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
世

帯
や
高
齢
者
の
世
帯
等

に
対
し
、
無
償
で
貸
与

し
て
い
る
。
防
災
情
報

や
避
難
所
開
設
情
報
等

を
提
供
で
き
る
の
で
、

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

中
長
期
財
政
計

画
推
計
※

で
、
町
内
小

中
学
校
設
備
費
に
関
し

て
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

校
舎
の
設
備
に
か
か
る

改
修
費
用
は
含
ま
れ
て

い
る
か
。

答

現
時
点
で
は
含
ん

で
い
な
い
。

問

ふ
る
さ
と
寄
附

金
を
財
源
と
す
る
既
存

の
地
区
交
付
金
を
見
直

し
、
教
育
施
設
整
備
基

金
に
積
み
立
て
て
い
く

べ
き
。

答

学
校
施
設
も
含
め

た
町
の
財
政
体
質
を
立

各
地
区
へ
の
交
付
金
を
見
直
し
、

基
金
（
貯
金
）
に
積
み
立
て
て
い
く
べ
き

学
校
施
設
も
含
め
た
町
の
財
政
体
質
を
立
て
直
し
て
く

問答

答

昨
年
よ
り
導
入
し

た
防
災
ラ
ジ
オ
は
有
効

な
伝
達
手
段
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
地
区
サ

ロ
ン
で
の
防
災
講
座
な

ど
で
住
民
の
皆
様
が
災

害
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

問

災
害
時
に
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
避
難
場
所
が

な
い
為
、
中
原
球
場
を

活
用
す
る
と
い
う
考
え

は
あ
る
か
。

答

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避

難
は
避
け
て
通
れ
な
い

課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
的
に

調
査
し
て
い
き
た
い
。

将
来
の
た
め
に
備
え
た

い
。

て
直
し
て
い
く
。

問

令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
も
１
億
円
以
上

の
施
設
改
修
予
算
を
計

上
し
て
お
り
、
今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

今
後
お
と
ず
れ
る
学
校

施
設
の
建
て
替
え
や
老

北茂安中学校

今
年
度
の
大
雨
状
況
は

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

※中長期財政計画とは？

　　現在および将来にわたっての財政の姿や、運営上の課題などを明らかに

するために作られるものです。

　　財政の健全性を確保し、今後の財政運営や予備編成の目標指針とするた

め、中長期十年間の財政推計を策定します。

朽
化
に
対
す
る
改
修
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
て
お
く
べ
き

だ
。

答

重
要
な
課
題
で
あ

り
、
教
育
施
設
整
備
基

金
に
は
多
く
積
み
立
て

て
い
き
た
い
。
今
後
の

問

今
年
度
大
雨
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活

用
し
て
早
期
避
難
を
呼

び
か
け
て
い
る
が
、
新

た
に
始
め
た
こ
と
は
あ

る
か
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

高
度
成
長
時
代
に

は
Ｄ
Ｘ
と
い
え
ば
ハ
イ

デ
ラ
ッ
ク
ス
と
一
段
上

の
意
味
だ
っ
た
が
今
は

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
＝
情

報
機
器
に
よ
る
業
務
改

善
と
解
す
る
中
、
民
間

は
じ
め
行
政
な
ど
活
用

さ
れ
て
い
る
が
、
み
や

き
町
で
は
ど
の
よ
う
に

応
用
さ
れ
て
い
る
か
。

答

４
年
度
の
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
お
い
て
地
域

課
題
の
解
決
や
新
た
な

価
値
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

情
報
未
来
課
は
町
内

地
図
に
要
所
ポ
イ
ン
ト

を
閲
覧
で
き
る
統
合
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
。
産
業

支
援
課
は
み
や
き
Ｐ
ａ

ｙ
（
電
子
マ
ネ
ー
）
を

活
用
し
て
い
る
。現
在
、

住
民
環
境
課
で
は
、
町

民
へ
の
応
対
に
「
待
た

せ
な
い
書
か
せ
な
い
」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
申
請

書
の
簡
略
化
を
検
討
中
。

健
康
増
進
課
で
は
健

康
状
態
を
デ
ー
タ
化
し

て
医
療
関
係
と
の
連
携

が
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

農
林
課
は
、
水
害
対

策
と
し
て
セ
ン
サ
ー
に

よ
り
水
位
を
監
視
し
、

水
門
の
遠
隔
操
作
と
一

括
管
理
が
で
き
な
い
か

検
討
中
。
今
後
、
有
識

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

本
町
の
活
用
は

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
行
政
の
あ
り
方
を
変
革
す
る
よ
う
に

各
課
で
推
進
し
て
い
る

問答

認
さ
れ
た
も
の
を
登
録

内
容
に
沿
っ
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
農
協
主
体

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

事
前
に
養
蜂
業
者
等
へ

の
周
知
を
含
め
県
に
届

け
出
さ
れ
て
い
る
。
日

の
出
か
ら
日
の
入
り
ま

で
飛
行
の
許
可
は
不
要

で
あ
る
が
、
事
前
に
生

産
組
合
等
か
ら
周
辺
住

宅
へ
周
知
し
て
お
り
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
農
薬
散
布
に
ご
理

解
を
お
願
い
す
る
。

農
薬
の
ヘ
リ
散
布

者
の
助
言
を
得
て
Ｄ
Ｘ

推
進
本
部
会
議
を
開

き
、
費
用
対
効
果
の
高

い
事
業
に
つ
い
て
予
算

化
の
手
続
き
を
進
め
て

問

農
薬
散
布
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
活
用
さ
れ

て
い
る
が
住
民
へ
の
影

響
は
な
い
の
か
。

答

農
薬
は
農
林
水
産

省
の
審
査
機
関
の
検
査

を
経
て
、
安
全
性
が
確

農薬のヘリ散布

古
こ

賀
が

　　通
とおる

 議員

い
く
。

こ
の
よ
う
な
変
革
は

職
員
各
自
の
認
識
が
重

要
で
あ
る
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

森
林
伐
採
及
び
造

成
に
関
す
る
規
制
に
つ

い
て
お
伺
い
す
る
。

答

森
林
の
立
木
を
伐

採
す
る
と
き
は
、
町
森

林
整
備
計
画
に
従
っ
た

適
切
な
作
業
を
す
る
た

め
に
、
町
に
届
出
が
必

要
で
あ
る
。

森
林
法
に
よ
り
、
ま

ず
立
ち
木
を
伐
採
す
る

30
日
前
ま
で
に
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
、
次
に
伐
採
を
完
了

し
た
日
か
ら
30
日
以
内

に
伐
採
に
係
る
森
林
の

状
況
報
告
。
最
後
に
造

林
を
完
了
し
た
日
か
ら

30
日
以
内
に
伐
採
後
の

造
林
に
係
る
森
林
の
状

況
報
告
を
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

問

近
隣
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
把
握
さ
れ
て

い
る
か
お
伺
い
す
る
。

答

本
町
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ

い
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
が
作
成
し
て
い

る
事
業
計
画
策
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
敷
地
内
に
お
け
る
雑

草
等
の
繁
茂
や
、
近
隣

地
域
へ
の
安
全
面
や
生

活
環
境
に
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合

は
、
現
地
確
認
を
行
っ

た
上
で
、
太
陽
光
発
電

設
備
事
業
者
の
方
へ
連

絡
を
と
り
、
適
正
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

太
陽
光
発
電
設
備

に
関
す
る
単
独
条
例
を

策
定
さ
れ
る
か
。

答

太
陽
光
発
電
含

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
を
円
滑

か
つ
確
実
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
事
業
計
画

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

太
陽
光
発
電
設
備
条
例
制
定
は

国
及
び
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

問答

問

公
用
車
に
Ｅ
Ｖ

（
電
気
）
自
動
車
は
導

入
さ
れ
る
か
。

答

現
在
公
用
車
と
し

て
Ｅ
Ｖ
自
動
車
は
保
有

し
て
い
な
い
。
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に

向
け
た
調
査
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
方
針

を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
必
要

性
は
理
解
し
て
い
る
。

災
害
時
に
非
常
用
電
源

と
し
て
役
に
立
つ
し
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑

制
に
有
効
な
手
段
に
な

る
の
で
、
積
極
的
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。

毎
年
改
定
さ
れ
て
い
る

状
況
で
、
今
後
、
国
及

び
県
の
動
向
を
注
視
し

検
討
す
る
。

長
なが

瀬
せ

　宣
のぶ

宏
ひろ

 議員

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
、電
気
自
動
車

の
導
入
は

住宅のすぐ側にある太陽光発電設備

町公用車

問

公
用
車
に
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
何
台

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

答

本
町
の
公
用
車
は

71
台
管
理
し
、
そ
の
う

ち
25
台
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て

い
る
。
未
設
置
車
に
は

今
後
、
更
新
時
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
す
る
。
職
員
の
安
全

意
識
の
向
上
を
図
る
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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平
ひら

野
の

　達
たつ

矢
や

 議員

問

４
年
度
決
算
を
み

る
と
、
合
併
18
年
を
経

過
し
た
現
在
、
合
併
の

初
期
目
的
が
達
成
で
き

た
と
は
言
い
が
た
い
。

今
ま
で
合
併
特
例
債
を

１
３
９
億
、
ふ
る
さ
と

寄
附
金
３
３
７
億
を
注

ぎ
投
資
を
し
た
結
果
、

他
町
に
比
べ
財
政
規
模

が
肥
大
化
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
が
95
％

を
越
え
、
基
金
や
ふ
る

さ
と
寄
附
金
か
ら
繰
入

れ
を
し
な
い
と
財
政
運

営
が
厳
し
い
状
況
で
あ

り
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

中
長
期
的
な
財
政
の
立

て
直
し
を
し
な
い
と
赤

信
号
が
灯
る
。
早
期
の

財
政
構
造
へ
の
メ
ス
が

必
要
と
考
え
る
。
次
の

点
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

㈠
み
や
き
町
行
政
改
革

大
綱
の
運
用
は
。

答

昨
年
の
11
月
に
行

政
改
革
推
進
委
員
会
、

そ
し
て
行
政
改
革
推
進

本
部
を
立
ち
上
げ
、
行

政
改
革
大
綱
の
答
申
を

お
願
い
し
て
い
る
。
基

本
は
選
択
と
集
中
で
全

事
業
見
直
し
、
事
業
選

択
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
等
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

問

中
山
間
地
域
農
業

は
治
水
や
災
害
防
止
に

お
い
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
４

年
度
実
施
さ
れ
た
農
業

経
営
意
向
調
査
の
結
果

を
見
る
と
、
農
業
政
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見

が
多
い
。
こ
の
意
見
を

ど
う
生
か
す
か
伺
う
。

答

国
・
県
の
事
業
の

拡
充
や
中
山
間
地
の
要

件
緩
和
を
求
め
な
が
ら

来
年
の
農
業
基
本
法
改

正
と
合
わ
せ
、
食
料
の

安
定
確
保
や
、
本
町
独

自
の
補
助
事
業
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

㈡
み
や
き
町
中
長

期
財
政
計
画
を
詳
細
に

示
し
、
議
会
と
共
に
財

政
状
況
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
財
政
安
定
化

を
目
指
す
時
で
あ
る
。

ま
た
内
容
を
公
開
し
て

町
民
へ
の
啓
発
と
協
働

を
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

答

４
年
度
は
一
般

会
計
に
お
い
て
も
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
、
各
基

金
等
か
ら
20
億
６
千
万

円
の
繰
入
れ
、
５
年
度

も
一
般
会
計
当
初
予
算

で
23
億
円
の
繰
入
れ
を

し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
は
歳
出
が
歳

入
を
大
幅
に
上
回
る
多

額
の
収
支
差
が
発
生
し

て
お
り
、
収
支
の
均
衡

を
保
つ
た
め
基
金
を
取

り
崩
し
て
歳
出
予
算
を

賄
う
状
況
が
毎
年
続
い

て
い
る
。
将
来
世
代
に

負
担
を
先
送
り
し
な
い

た
め
、
基
金
繰
入
れ
の

よ
う
な
補
填
財
源
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、

収
入
の
範
囲
内
で
予
算

を
組
む
こ
と
を
原
則
と

し
、
行
財
政
改
革
を
行

い
、
通
常
収
支
の
均
衡

を
目
指
し
た
い
。
町
民

へ
も
現
状
と
啓
発
を
行

い
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
。

４
年
度
決
算
か
ら
見
る
長
期
財
政

行
財
政
改
革
で
通
常
収
支
の
均
衡
を
目
指
す

問答

問

㈢
４
年
度
決
算
に

お
け
る
監
査
委
員
意
見

書
の
対
応
策
を
伺
う
。

答

意
見
書
の
内
容
は

厳
粛
に
受
け
止
め
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
現
在

の
行
政
レ
ベ
ル
を
下
げ

る
こ
と
な
く
安
定
財
政

の
持
続
に
努
力
邁
進
し

て
い
く
。

中
山
間
地
域

　
　
　

農
業
振
興
策

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
経
費
総
額
を
寄
附

額
の
５
割
以
下
と
す
る

な
ど
厳
し
さ
が
増
す
。

今
後
の
見
通
し
は
。

答

令
和
４
年
度
は
寄

附
額
約
22
億
３
千
万
円

が
寄
せ
ら
れ
た
。
経
費

削
減
の
方
法
と
し
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
事

務
の
簡
素
化
（
デ
ジ
タ

ル
化
）
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

本
町
の
町
財
政

は
町
一
般
会
計
と
ふ
る

さ
と
寄
附
金
基
金
特
別

会
計
（
特
会
）
で
運
用

さ
れ
て
い
る
。
特
会
の

基
金
（
貯
金
）
残
高
は

約
45
億
８
千
万
円
に
な

り
、
昨
年
よ
り
約
８
億

円
減
っ
た
こ
と
に
な

る
。
４
年
度
は
特
別
会

計
か
ら
一
般
会
計
へ
繰

り
入
れ
た
額
が
約
14
億

円
、38
事
業
を
行
っ
た
。

給
食
費
・
医
療
費
無
料

事
業
も
含
む
が
使
途
の

大
き
い
事
業
が
①
道
路

橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費

の
町
単
独
事
業
費
に
２

億
７
千
万（
継
続
事
業
）

②
公
共
下
水
道
費
２
億

６
千
万
円
（
維
持
管
理

費
等
）
③
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
１
億
４
千
万
（
償
還

額
８
千
万
円
分
含
む
）

と
な
る
。
い
ず
れ
も
前

町
政
か
ら
の
事
業
継
承

を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
特
別
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
な
か
っ
た
場
合

は
何
％
か
。

答

経
常
収
支
比
率
は

９
９
・
９
％
に
な
る
。

財
政
構
造
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
る
。
適
正

な
行
財
政
運
営
の
た
め

の
行
政
改
革
大
綱
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
の
財
政
は
大
丈
夫
か
、
経
常
収
支
比
率
を
問
う

９
５
・
６
％
で
硬
直
化
し
て
お
り
、行
政
改
革
に
努
め
た
い

問答

利
点
が
う
ま
れ
て
い

る
。
常
連
さ
ん
が
来
な

い
と
安
否
確
認
、
仕
事

で
家
を
あ
け
る
家
族
の

安
心
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
に
も
、

交
流
が
活
発
に
な
り
助

け
合
い
が
広
が
り
、
何

よ
り
も
電
気
代
が
助
か

る
と
。
事
業
効
果
は
抜

群
だ
。
あ
る
町
は
３
割

の
公
民
館
で
事
業
実
施

を
広
げ
て
い
る
。

本
町
は
健
幸
・
長
寿

の
町
、
医
療
費
削
減
に

努
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
こ
そ
具
体
策

と
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

答

来
年
度
は
温
暖
化

が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

だ
が
①
は
事
業
計
画
・

財
政
計
画
の
提
示
を
③

は
目
的
を
は
っ
き
り
さ

せ
、
達
成
さ
れ
て
い
る

か
、
費
用
は
適
切
か
事

業
評
価
報
告
書
を
提
出

す
べ
き
だ
。

答

ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
先
行
き
が
不
透
明
。

寄
附
金
が
減
少
す
れ
ば

基
金
が
激
減
し
て
い

く
。
危
機
感
を
も
っ
て

取
り
組
み
た
い
。

事
業
評
価
は
行
政
改

革
推
進
委
員
会
、
総
合

計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
で

評
価
を
し
て
い
き
、
結

果
が
出
れ
ば
お
示
し
で

き
る
。

問

町
財
政
の
硬
直
度

益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

問

猛
暑
が
襲
っ
て
く

る
毎
日
だ
。
熱
中
症
対

策
が
急
が
れ
る
。
一
つ

は
エ
ア
コ
ン
購
入
費
補

助
は
で
き
な
い
か
。

２
つ
目
は
今
、
エ
ア

コ
ン
の
電
気
代
を
町
が

補
助
し
高
齢
者
が
公
民

館
で
過
ご
す
ク
ー
ル
シ

ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
食

べ
物
を
持
ち
寄
り
楽
し

く
話
し
た
り
仲
間
を
広

げ
て
い
る
。
熱
中
症
予

防
だ
け
で
な
く
様
々
な

猛
暑
避
難
所
を

公
民
館
等
で
過
ご
す

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

事
業（
電
気
代
補
助
）を

新設中津隈板部線（大電南側）

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

山
田
地
区
の
寒
水

川
内
の
砂
防
ダ
ム
２
カ

所
に
土
砂
が
貯
砂
量
以

上
に
溜
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
一

定
以
上
の
土
砂
が
堆
積

す
る
こ
と
で
、
下
流
へ

の
土
砂
が
流
れ
込
み
、

さ
ら
に
河
川
の
河
床
が

上
が
り
洪
水
の
要
因
も

考
え
ら
れ
る
。
今
後
の

除
去
等
対
応
は
。

答

砂
防
ダ
ム
に
よ
る

土
砂
流
出
防
止
と
し
て

設
置
さ
れ
治
山
治
水
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
こ
の
砂
防

ダ
ム
を
設
置
管
理
し
て

い
る
東
部
土
木
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
通
常
の
管
理
は
目

視
し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
対
応
を
行
う
と
の

こ
と
で
、
上
部
ま
で
土

砂
が
堆
積
し
て
い
る
事

に
つ
い
て
は
至
急
確
認

を
行
う
と
の
こ
と
。

を
受
け
、
復
旧
工
事
の

着
手
と
な
る
。
東
部
土

木
事
務
所
へ
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
は
年
度
内
に
災
害
査

定
、
工
事
発
注
は
未
定

と
の
事
。

早
期
の
着
工
並
び
に

完
全
復
旧
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

今
回
の
大
雨
で

寒
水
川
や
山
ノ
内
川
に

お
い
て
堤
防
が
多
数
崩

落
す
る
災
害
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
ず
は
寒
水

川
に
お
い
て
は
石
井
橋

の
下
流
左
岸
側
に
お
い

て
、
60
ｍ
に
わ
た
り
堤

防
が
崩
落
し
、
町
道
の

一
部
が
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
為
、
通
学
や

近
隣
の
方
た
ち
の
散
歩

道
と
し
て
の
利
用
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
早

期
の
復
旧
対
応
に
つ
い

て
、
ま
た
、
併
せ
て
山

ノ
内
川
に
お
い
て
は
、

石
井
東
橋
上
流
右
岸
側

に
お
い
て
も
１
キ
ロ
ほ

ど
に
わ
た
り
堤
防
が
崩

落
し
て
お
り
、
現
在

は
仮
復
旧
工
事
が
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

通
行
可
能
と
な
っ
て
い

る
が
、
本
復
旧
工
事
を

早
期
に
実
施
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
尋
ね
す

る
。

答

今
回
の
大
雨
に
よ

り
寒
水
川
や
山
ノ
内
川

に
お
い
て
は
、
多
数
の

法
面
が
崩
落
し
、
両
河

川
と
も
数
百
ｍ
の
延
長

に
わ
た
り
災
害
が
発
生

し
、
幸
い
に
も
人
命
や

財
産
等
に
被
害
が
及
ば

な
か
っ
た
こ
と
は
、
せ

め
て
も
の
幸
い
と
感
じ

て
い
る
。
両
河
川
の
仮

復
旧
状
況
は
、
山
ノ
内

川
に
つ
い
て
は
、
石
井

東
橋
上
流
の
仮
復
旧
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
隣

接
す
る
田
ん
ぼ
の
管
理

を
行
う
に
際
し
、
早
急

に
仮
復
旧
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。寒

水
川
に
お
い
て

は
、
被
害
が
あ
っ
た
河

川
堤
防
は
町
道
と
認
定

し
て
い
る
。
そ
の
町
道

と
並
行
す
る
形
で
現
在

道
路
新
設
事
業
を
行
っ

て
い
る
中
原
板
部
線
を

利
用
で
き
る
も
の
と
推

察
す
る
。
両
河
川
の
復

旧
は
、
国
の
災
害
査
定

７
月
上
旬
大
雨
で
の
寒
水
川
・
山
ノ
内
川
災
害
対
策

山
田
地
区
の
砂
防
ダ
ム
の
土
砂
堆
積
は
通
常
目
視

問答
寒水川堤防の崩れ

山ノ内川　仮復旧

吉
よし

村
むら

　哲
てつ

雄
お

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す



−19−

問

障
が
い
者
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
推
進
法
が
施
行
さ
れ

て
１
年
が
経
過
す
る
。

こ
の
法
に
対
す
る
町
の

認
識
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答
「
障
が
い
者
に
優

し
い
社
会
」
は
「
健
常

者
に
も
生
き
や
す
い
社

会
」
と
い
う
認
識
を
以

て
、
法
の
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
誰
も
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
社
会

づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
捉
え
て
い
る
。

問
「
音
声
コ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
ど
う
い
っ
た
も
の

な
の
か
。
公
的
な
通
知

に
つ
い
て
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

問

遺
族
の
手
続
き
は

８
枚
の
書
類
に
同
じ
内

容
を
記
入
す
る
必
要
が

あ
る
。
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
重
い
負
担
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
か
。
ま
た
、

簡
素
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答

ご
遺
族
、
届
け
出

者
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
認
識
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
活
用
し
た
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
書

か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

き
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
先
進
事
例
を
参
考

に
音
声
コ
ー
ド
の
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

用
さ
れ
保
管
し
、
衛
生

面
に
も
配
慮
さ
れ
事
業

系
ご
み
と
し
て
処
分
さ

れ
て
い
る
。

問

保
護
者
・
保
育
士

の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ

た
か
、
現
場
の
声
や
課

題
や
問
題
点
は
な
い
か
。

答

使
用
済
み
紙
お

む
つ
を
持
ち
帰
っ
て
い

た
と
き
は
、
保
育
士
が

園
児
ご
と
に
仕
分
け
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
間

違
わ
な
い
よ
う
に
神
経

を
使
っ
て
い
た
が
、
園

で
処
分
す
る
よ
う
に
な

り
、
保
育
士
の
負
担
は

軽
く
な
っ
て
い
る
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い

て
も
家
庭
で
処
分
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、
衛

生
面
で
の
管
理
や
処
分

に
か
か
る
時
間
と
費
用

の
負
担
軽
減
と
な
っ
て

い
る
。
課
題
は
特
に
な

か
っ
た
。
保
育
所
等
で

の
感
染
症
予
防
や
適
切

な
衛
生
管
理
及
び
保
育

士
の
負
担
軽
減
等
と
な

る
よ
う
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
み
・
支
援

し
て
い
き
た
い
。

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
保
障
に
音
声
コ
ー
ド
を

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

問答

目
め

野
の

さとみ 議員

保
育
園
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

答

音
声
コ
ー
ド
と

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
同

じ
印
刷
物
上
の
切
手
大

の
二
次
元
コ
ー
ド
で
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
専
用
機
械
を
使
っ

て
文
書
を
音
声
で
読
み

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

情
報
を
得
る
こ
と
が
で 音声コード（見本）

問

本
年
１
月
、
国
か

ら
「
保
育
所
等
に
よ
る

使
用
済
み
紙
お
む
つ
処

分
」
を
推
奨
す
る
旨
の

通
知
が
発
出
さ
れ
た
が

保
育
園
の
取
り
組
み
状

況
・
管
理
・
処
分
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

答

本
年
４
月
か
ら
町

立
・
私
立
の
全
て
の
保

育
園
で
は
、
専
用
の
ダ

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
等
を
使

風の子保育園

中原庁舎の総合窓口

遺
族
の
手
続
き
に
つ
い
て

切り欠き

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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西
にし

村
むら

健
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

問

ふ
る
さ
と
寄
附
金

制
度
が
10
月
に
改
正
さ

れ
る
が
、
改
正
の
内
容

に
つ
い
て
、
ま
た
昨
年

度
の
寄
附
の
状
況
と
出

品
を
取
り
下
げ
て
い
る

家
具
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

答

ま
ず
、
昨
年
度

は
22
億
円
以
上
の
寄
附

を
集
め
る
こ
と
が
出
来

た
。
全
国
の
自
治
体
の

中
で
も
81
位
と
最
大
限

の
努
力
の
結
果
が
出
て

い
る
と
考
え
る
。
新
聞

に
報
道
さ
れ
出
品
を
取

り
下
げ
た
家
具
は
現
在

も
非
掲
載
と
な
っ
て
い

る
。
提
供
再
開
に
つ
い

て
は
総
務
省
お
よ
び
事

業
者
と
調
整
し
な
が
ら

慎
重
に
進
め
て
い
る
。

10
月
か
ら
の
制
度
改
正

に
つ
い
て
は
大
き
く
２

つ
あ
り
、
一
つ
は
寄
附

金
の
募
集
に
要
す
る
経

費
の
割
合
を
今
ま
で
含

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
事
務

や
寄
附
金
受
領
書
の
発

行
を
含
め
て
寄
附
総
額

の
50
％
以
下
に
す
る
こ

と
、
二
つ
目
に
地
場
産

品
基
準
が
厳
格
化
さ
れ

る
。
返
礼
品
の
原
産
地

が
当
該
地
方
団
体
が
属

す
る
都
道
府
県
の
区
域

内
に
限
ら
れ
、
ま
た
返

礼
品
に
お
け
る
全
体
価

値
の
割
合
に
お
い
て
地

元
産
が
７
割
以
上
を
占

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
正
さ
れ
る
。

問

制
度
改
正
を
踏
ま

え
て
、
み
や
き
町
で
の

具
体
的
な
取
り
組
み
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

出
品
す
る
返
礼
品

の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
全
体
価
値
が
７
割

に
満
た
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
一
部
取
り
下
げ

を
行
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
大
き

な
変
更
を
行
う
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

経
費
に
つ
い
て
は
経
費

割
合
の
圧
縮
を
図
る
た

め
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
事

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
現

在
進
め
て
い
る
。今
後
、

経
費
削
減
と
寄
附
額
獲

得
の
た
め
協
議
を
重
ね

て
、他
自
治
体
の
動
向
、

情
報
を
集
め
な
が
ら
制

度
を
遵
守
し
た
運
用
に

努
め
て
い
く
。

問

他
の
市
町
で
は
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
広
告
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
い
る
所
も
あ
る
。

ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら

寄
附
額
を
増
や
し
て
い

く
打
ち
手
と
し
て
検
討

で
き
な
い
か
。
ま
た
既

存
の
返
礼
品
に
付
加
価

値
を
付
け
る
こ
と
で
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
開
発

を
進
め
て
い
く
こ
と
が

出
来
な
い
か
。

答

現
在
、
寄
附
者

の
年
齢
層
は
40
代
・
50

代
が
メ
イ
ン
だ
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と

で
20
代
・
30
代
の
若
年

層
を
取
り
込
む
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
か

10
月
に
制
度
改
正
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
遵
守
し
な
が
ら
寄
附
の
獲
得
に
努
め
る

と
思
う
。
返
礼
品
に
お

い
て
も
既
存
の
商
品
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
な

が
ら
、
返
礼
品
と
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
て
提

供
す
る
こ
と
も
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
る
。
本

日
意
見
頂
い
た
こ
と
を

ふ
る
さ
と
寄
附
金
戦
略

会
議
の
中
で
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
。
今
後
も
ル
ー
ル
を

遵
守
し
な
が
ら
、
寄
附

額
を
伸
ば
し
て
い
く
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問答
一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問

令
和
３
年
度
下

請
け
委
託
業
者
に
事
務

委
託
料
の
支
払
い
が
出

来
て
い
な
い
。
振
興
協

会
は
平
成
28
年
に
町
長

主
導
で
第
三
セ
ク
タ
ー

と
せ
ず
議
会
や
監
査
を

せ
ず
報
告
な
し
。
事
務

職
員
は
町
の
職
員
が
兼

ね
、
人
手
不
足
か
ら
下

請
け
委
託
業
者
に
委
託

費
が
未
払
い
と
６
月
定

例
会
で
は
答
弁
。

答

下
請
け
業
者
は
令

和
２
年
度
か
ら
引
き
続

き
令
和
3
年
度
も
業
務

を
さ
れ
て
い
た
。
令
和

３
年
４
月
10
日
に
岡
町

長
が
就
任
さ
れ
た
時
は

め
、
検
討
し
て
い
く
。

問

現
在
タ
ク
シ
ー
運

転
手
が
少
な
く
間
に
合

わ
な
い
状
況
。
ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で
通
院
等
に

電
動
カ
ー
ト
に
よ
っ
て

楽
し
い
生
活
が
で
き
る

な
ら
安
い
も
の
だ
。

答

高
齢
者
の
方
々
の

不
便
で
な
い
社
会
に
ロ

ー
リ
ン
グ
し
て
い
き
、

電
動
カ
ー
ト
も
検
討
し

た
い
。

下
請
け
職
員
が
長
時
間

仕
事
し
た
訳
で
な
く
、

振
興
協
会
へ
の
後
出
し

委
託
料
は
後
出
し
じ
ゃ

ん
け
ん
と
同
じ
で
許
せ

る
も
の
で
は
な
い
。
物

事
は
人
・
物
・
金
が
問

題
で
、
年
数
が
経
っ
た

か
ら
だ
で
は
な
い
。

前
町
長
に
は
責
任
問

題
等
を
質
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
問
題
は
三
根

㏄
兼
業
兼
職
問
題
等
も

あ
る
。
町
・
議
会
は
徹

底
的
調
査
を
行
い
町
民

に
知
ら
せ
る
義
務
が
あ

る
。

答

裁
判
中
と
い
う
こ

と
で
詳
し
く
は
言
え
な

い
る
。
毎
日
の
買
い
物

や
通
院
に
免
許
証
を
必

要
と
し
な
い
、
電
動
カ

ー
ト
の
利
用
が
増
え
て

い
る
。
佐
賀
県
内
で
は

基
山
町
が
購
入
補
助
を

実
施
さ
れ
て
い
る
。
他

事
業
の
見
直
し
等
を
含

令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
委
託
費

未
払
い
何
故
だ

ふ
る
さ
と
振
興
協
会
の
下
請
け
業
者
と
裁
判
途
中

問答

い
が
、
当
初
弁
護
士
同

士
の
和
解
と
も
思
っ
た

の
で
提
案
し
た
が
、
先

方
が
民
事
裁
判
に
踏
み

切
っ
た
。
今
ま
で
の
事

務
処
理
は
問
題
視
し
て

い
る
。

下
請
け
業
者
と
未
契
約

の
状
況
で
あ
っ
た
。

問

問
題
は
契
約
し
な

い
で
仕
事
、
委
託
費
の

財
源
は
町
か
ら
だ
。
振

興
協
会
を
第
三
セ
ク
タ

ー
扱
い
に
し
な
か
っ
た

の
は
前
町
長
が
議
会
・

監
査
を
逃
れ
る
た
め
と

疑
わ
れ
て
も
仕
方
な
い

こ
と
だ
。

答

契
約
の
方
法
に
つ

い
て
は
今
後
適
切
な
事

務
執
行
に
務
め
て
い
き

た
い
。

問

下
請
け
委
託
業
者

は
同
室
で
執
務
、
特
段

宮
みやはら

原　宏
ひろ

典
のり

 議員

交
通
弱
者
に
電
動
カ
ー

ト
購
入
補
助
金
を

問

み
や
き
町
も
高
齢

化
が
進
む
な
か
免
許
証

返
納
後
の
日
常
生
活
の

た
め
の
電
動
カ
ー
ト
購

入
に
援
助
で
き
な
い
か

伺
う
。

答

高
齢
者
の
自
動

車
事
故
が
報
道
さ
れ
て

電動カート

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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長

西
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瀬

宣
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委
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吉
村

哲
雄

委

員　
　

武
田

光
邦

編

集

後

記

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
！

モ
ー
レ
ツ
な
！
酷
暑
！

危
険
な
暑
さ
！
猛
暑
日
！

線
状
降
水
帯
！

昭
和
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
言
葉
。

今
年
は
、
こ
と
の
ほ
か
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
‼

昔
は
、
雨
・
台
風
・
雷
・
お
や
じ
の

ゲ
ン
コ
ツ
が
怖
い
ベ
ス
ト
４
だ
っ
た

が
、な
ん
と
今
年
の
ナ
ン
バ
ー
１
は
“
暑

さ
”。子

ど
も
や
孫
の
将
来
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
？
親
の
環
境
責
任
、
全
う
で

き
る
か
不
安
だ
ら
け
。

（
達
）
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　　　次回定例会（12月）　午前９時30分開会

会期予定 12月５日（火）～ 14日（木）

一般質問 12月７日（木）、８日（金）、 11日（月）

※この会期日程等は予定であり、変更となる場合があります。
最新の日程は、みやき町ホームページまたは議会事務局（94-5728）でご確認ください。

新
規
就
農
し
ま
し
た
！

シ
リ
ー
ズ

　
　
〔
第
２
回
／
全
４
回
〕

シ
リ
ー
ズ

農

業

４
回
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
『
農
業
』
に
従
事
し
て
い
る
姿
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
！

第
２
回
は
、
最
近
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽

培
を
始
め
ら
れ
た
農
家
の
方
を
取
材
し
ま
し

た
。何

を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

今
年
、
初
め
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
育
て

て
い
ま
す
。

農
業
支
援
に
つ
い
て
、

　
　

町
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

若
者
の
新
規
就
農
を
支
援
し
て
ほ
し
い

で
す
。

農
作
業
で
大
変
な
こ
と
は
？

新
規
就
農
で
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
覚
え
る

の
に
必
死
で
す
。

夏
の
暑
さ
で
体
力
的
に
参
っ
て
い
ま
す
。

み
や
き
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

緑
豊
か
で
地
元
の
農
家
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
と
て
も
優
し

い
と
感
じ
ま
す
。

寺田　隼人 さん（21歳）




